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第 1章 緒 言

結核菌,淋菌等は病原性 Mycobact9rium として衆知せられてい るが,此の外に白然界には多数の

Mycobacterium が分布している｡

人体に於ける結核性疾患の病原菌 として認められているのは,Mycobacterium tuberculosisTy-

pushumanusと Mycobacterium tuberculosisTypusbovinusで,後者は前者に比して其の頻度

が少V､0

人体から分離される Myco申cterium は･必ずしも其の轟 くが結核菌でなく･結核患者の醸疾,鼻

'汁及び唾液等にも結核菌以外の Mycclbacterium が存在していて,診断を誤るおそれがあることは既

に多数学者の立証しているところである｡綻釆非病原性 Mycobacterium'として記載せられた ものは
(1)

可成多数に上っていて,Alvarezu.TavelはSmegmabazillenを報告し,之を Bacillussmegmatis
(2) (51

と記載して居 り,Matterstockは更に之をMycobacterium smegmatisと改めてい､る｡Rabinowitsch
(6)

は-.クーか ら ButterbazillenJ(Mycobacterium berolinense) を検出し,M611erは糞便,草葉等か

ら Mistbazillen (Mycobacterium stercusis,),Timotheebazillen (Mycobacterium phlei) 及び
(9)

Grasbazillen CMycobacterium graminis) の3種の玩酸性菌を分離培養し,Kerstenは土壌から
(10)

Mycobacterium alluvialum を分離培養している｡弓矢に S6hngenは彼の考案した培養基を用ひて非

病原性 Mycobacterium を培養し,稜々の培養保件や培地上に於ける菌苔の色調や其他の性臥等から
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是等を Mycobacterium rubrum,Mycobacterium album,Mycobacterium byalinum 及び Myco･
(17)

bacterium luteumの4種に分異した｡FreyandHagenは土壌から分断した抗酸性菌を其の性状に(ゴ6)(27)
依って3種に分類している｡我菌に於て引責瀬,･大jll等は夫々多数の非病原性 Mycobacterium を分
離し,更に之に分欝を加へて居 り,此の外にも非病原性 Mycc)bacterium の検出,分離培養及び分欝

等の研究が多 く発表せられている｡

余は本実験に於て,肺結核患者の略疾,唾液,含噺液,尿及び其の他の菖然鼎材料からMycobacterium

を分離して,夫々の菌株に就て一般的な性状を詳細紅検討したいと考える0

第 2葦 毛験材料並に方法

本実験i/{供試 した菌株は多数の中から18株を選択 したが,此のり112枚は肺結核患者 6例の喋疾,2例の唾液,2例の

合軟液,1例の奴及び健康者 1例の合噺液から各1株宛を分離培養 したものであるが,元凍末々の材料か ら鯖核蘭強索

の目的を以て培養を′行ったところ偶然にも帯核蔚寒路と共に異型の発蕗を形成 したものや,叉は全く結核菌寮藩を欠

除して異型呆蕗のみを発見 したものを分離培養を行ったものである｡次に他の6枚は肺結核′駄肴1例の唾液及び1例の

合噺液か ら夫 々1枚,n羊毛か ら1枚,下水か ら1枚及び土壌から2枚を分離 したものであって,是等の菌株は大々の材

料から Sahngen氏非病原性 Mycoba(teriuTn堵垂法L/71､依って分離度菱を行ったO以上の菌株名及び其の由来の概略は

≡欠の通 りである｡

(1)野々村株---肺結核患者 (野 村々某,男性)の曙疾中の結核菌の培養に当 り,硫酸法に依って岡,片倉培地

に培養 した際に,帯核常衆蕗を歓除して単独LI{黄色兼落として発育したものである｡

(2)木原株--･･肺緯核患者 (木藤某,男性)の鴫液中の帯核常の検索の目的で,硫酸法に依って岡,JTBA胤 机こ

接種 した際に,緯核商家落と共に孤立 して発生 した栓黄色末路形成菌株であるO

(3)原[H株-････肺帯核患者 (厨川某,男性)の合噺液中の帯核蘭の検索のE川勺で,硫酸法に依 机的,井倉培地に

培養 した際に,帯核菌発蕗を歓験して単独Ll{樫鴬色糞港として凝育したものであるが,本菌株は世代を重ねる政審に

舜青が捕不哀となる傾向を示した○

(4)上村株---肺結核愚考 (上村某,男性)の啄症を幕核常検査の目的で,硫酸法に依 り岡,片倉培地L/C接種 し

た際に,鯖接衝禿蕗を軟際して数個の樫茸 色繁落として発育したものであるO

(5)藤井株.･････肺結核患者 (藤井某,男性)の嶋液中の Mycobacterium を S6hnger)氏非病原性 Mycobacteriulll

培養法EJ7:依って培養 し,之を岡,片倉培地I,7'L分離培養 して打た静黄色衆蕗である6

(6)伊藤株-････肺結核患者 (伊藤某,男性)の合噺液を結核菌検索の目的で,硫酸法で岡,片倉培地I,{培養した

精巣,乳白色兼落とし単独(,{発育したもので･継代培養を重ねる箆に益々発育旺盛 となる傾向を示 し,野路発生当tJj

は柵淑潤性を保ってゐるが,漸次乾燥欺態となって晩旧な衆蕗は人型結核菌来港に一見棺近似 してゐるo

(7)′J､杉株･･-･肺締核患者 (小杉某,男性)の哩液中の締核菌培養の目的で,硫酸法で恥 井倉培地に培養 した

結果,単独(/訓告黄色莱落として発育 したもの○

(8)西棟-･･･肺結核患者 (西某'男性)の尿を遠心沈澱 して,其の洗液を硫酸法で結核菌榛丑の日的で岡,Ji･倉

培地に培養 した締果,単独l/{曙黄乳白色釆落として発育したものであるo

(9)石川株･･････肺帯核患者 (石川某,男性)の啄顔を椅核甫検査の目的で,硫酸法で培養 した結果,単独に輩色

来港として発育した｡

(10)七m株∴- 肺結核患者 (七日7某,男性)の暗痕を帯核常披索の目的で,硫酸法で培養 した解凍,革狐に黄色

家路として発育したものであるが,糖代培養l/{依 り駐代を塵ねる轟に発育が柵不瓦となる傾向を示した｡

発落として発育し,発育旺盛な菌株の一つである｡

(12)柿ル挽･1.･･.肺結核患者 (躍 LlT某,男性)の堵疾を結核菌検査の削 勺で,硫酸法で培養 した解凍,数個の茸色

衆落として発育し,本菌株も発育が哀好である｡

(13)割 り株.･-･･肺結核患者 (封 [1某,男性)の合軟液中か ら S6lmgen氏非病原性 Mycobacterium 培養法に依っ

て分離培養 した菌株で,之を囲,片倉培地i/C純粋に培養 したもので滞葺乳白色を呈する菌株である｡
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(14)藤沢棟-･･-箆圏検診に際し,健康学生 (藤沢某,男性)の合噺液中の結核菌培養に依 り,単独に滞貨乳白色

集落として発育したもの｡
し

(15)川半株-･･･川羊毛から S6hngen氏非病原性 Mycobactelium培養法に依って分離 し,岡,片倉培地に純粋に

堵養 して茸色衆落として発育する｡

(16)下水株-･-下水か ら S6lmgeu氏非病原性 MycobacteriuTll培養法に依って分離 し,榊,片倉培地に純粋L,L'L持

養 して淡黄色栗路として発育する｡

路を形成するo

(18)土4枚.･･.･･･土壌から S8hngen氏非病原性 My℃obacterium 培養決で分離 し, 糊'片倉培地に純粋に培養して

赤褐色家路を呈する菌株である｡

以上 の18菌 株 r一就 て夫 々の･-肢 的性状 の検討 を試 みたが ,本琴駿 に於 て特 に取 り上 げた性状 の要点 は

先 づ 固形増 地 (岡 ,片倉培地) に於 ける衆落 の色調 ,光沢 ,硬度 ,強度 ,及 び粘調度 を調 べ ,何L6wenstein

増地 ,寒 天斜面 ,寒天穿刺 ,肉汁培地 及 び グ 1)セ 1)ンブイ ヨンに於 ける発育 の状態 を検 査 し,東 に是等 の

栄 落が 食塩水 に平等 に浮薄 す る性 質 の有無 及び程 度 を確 めた｡次 に各菌 株 の Mycobacterium の形状

長 さ及 び幅 を測定 し,夫 々の石衣酸 フクシン染色性 ,坑 煮沸性 及 び カタ ラー ゼ作 用 を検討 し毅 後 vr_是等

の Mycobacterium の ツベル ク 1)ン産 生能 力検 査 を試 みた0

第3草 食 験 成 績

本実験 の成績 は第 1表及 び第 2表 に示 す通 りで あるが ,其 の詳 細 は次 の如 くで ある｡

1.固形境地 (岡,片倉境地)に放ける茨藩の性状

実験に供試 した18菌株を岡,片倉培地に接種 して'培養2週乃至3週の間に於Lj･る大 々の禿港の色調,光沢,硬変,

淑度及び粘桐度を検査 した締果'次の如き成環を得たo

(A)色 調

葬2章に於て述べた如 く,黄色家路を形成するものが6株,淡草 色1枚,暗発色1枚,樫黄色4枚,淡樫茸色1枚,礼

白色1枚,碍茸乳白色3株及び赤褐色1枚を認めた｡

(B)光 沢

供試菌株中で光沢のある衆蕗を形成するものが最も多 く10株を算 し,柏光沢ある釆蕗の3枚,極めて僅徴l/{光沢を

もつもの2株及び殆んど光沢が無い と思はれるものが3株で参った｡

(C)演 .皮

発生した末路を楯不確実ではあるが'白金耳で圧砕 して港の濃度を検討 したQ旗度の程度も種 々で,極めて硬いと

思はれる末路が3枚,相成いもの1株,極めて軟いもの6枚で,硬軟凡そ中等程度と思はれるものが8株であった｡

(D)淑 度

同一櫨件で培養 した蓮等の菌株の大 々の末路の温度を肉眼的に判定したが,極めて乾疲状態にある末路が芦株,捕

乾燥状態L,7IL近いもの 1枚,極めて水分の多い未踏を形成するもの7株及び中年度の繊度をもつと恩はれるもの8枚であ

?て大体に於て乾燥未踏を形成する菌株は少数で,大多数は渥潤な末路を形成するo

(E)粘桐度

大 々の衆路を白金耳を以て其の粘調度の概略を検査 し,更に其の家路を鈎菌して乳鉢で研磨 して其の粘調度の列定

を行ったが,大多数が粘相性の末路を形成する菌株で13枚を算 し'其の中3株は椅流動性を尊び,1株のみが粘禰性が

多少弱 く,始んど粘調性を歓ぐものが3株で,中等程度のものが2株であった｡

小 指 †

以上の如 く固形培地 (恥 片倉)に於げろ末路の性状は,区々であって一定しないが,黄色の色調を尊びるもの,

光沢を有するもの,軟い集落のもの,漫皮の多いもの及び極めて粘さ閲性に富むものが大多数であると認められた｡

2.食塩水卒等薄井性.

結核菌は他の種類の細菌と異り,是を食塩水や肉汁等L/C浮湛湛苫せると,̀ll-I-等な浮湛液とな り黄机､ことは,既に知



同形接地 (岡,J吉･倉)に於げろ末路性欺
抗酸僅菌株

野 々村 株

木 原 秩

IL-i..A lll 株

上 村 株

藤 井 株

伊 藤 株

/J､ 杉 棟

西 棟

石 川 株

七 m 株

桶 川 株

楢 川 株

I.I-.: 川 代

藤 沢 株

山 芋 1 枚

下 水 棟

上 2B 棟

分離利料

曙 疾

噂 液

含卿:演

曙 疾

呼 液

･含噺液

号 tIlit-

尻

曙 疾曙 疾曙 疾

曙 疾

合噺液合噺液

山 羊 毛

下 水

.Tl.填

-1二 娯

分離方法

硫酸 マ
グ'ネ シ

ウム法

軟又.-
中等度

軟

殆んど
無 し

殆んど
無 し

背 茸
乳 白色

帯 革
孔 rtl色

tFf拝 茸
乳 Fl色

淡 橙
茸 色

乾

粘術三桁
流動性

易弓描与桐

軒一面
徴 t/I
流動性

粘桐梢一
流動性

食襲EEEL水
牛 等
浮.描;一性

｣二

L6we11Stein 幾天斜面

+



節 l 蓑 虫 物 学 的 性 欺

各 種 培 地 上 に 於 げ ろ 発 育 状 態

襲 天 穿 刺

+
(表両,磯育不瓦)

+

(表面,深部 共に)

+
(衷 ~晒す,深部 共に)

+
(表面,磯育不哀)

1 -

(表面,深部共に)

う-
(表面 ,発育不瓦)

+
(深部に発育)

寸
(表面,発育不哀)

+
(深部に発育哀好)

+
(表面,深部共に)

ト

(表面,深部 共に)

+
(表面,深部 共に)

十
(表面,探部共に

肉 汁 培 地

+ 微細沈澱あ り

+ 膜枚沈澱多発

+ 沈殿少量

鱗片欺沈澱 あるも
の とな きものあ り

索耽及び小膜状沈
殿

表面及管壁に泊ひ
て発育

表面及管壁に拍ひ
て発育

表面及管壁t/7IL沿ひ
て発育

表面 及管壁に袷ひ
て発育

+ 沈澱少葺

+ 索耽沈澱

･ 筈壁 ,表面共に発

+ 表面膜状発育

+ 渦濁索妖沈澱 多量

+ 渦濁索耽沈澱多景

表面及管壁 に沿ひ
て膜状発育

表面及管壁に沿ひ
て発育

グ l)セ lJン ブ イ ヨンj音地

+ 発育哀好な らすy

+ 常膜黄 白色 ,同上

+ 発育哀好な らず

筒膜乳 白色,発育
瓦好

筒膜黄 色,培地表
+ ~面,管壁共に発育
哀好

常膜黄 白色 ,結核
+ 菌に酎-1r)/I-,発育
旺盛

南幌黄褐色,発育
二兵好

白色蘭膜 ,釆育粕
衷好

1- 管葦乳 白色 ,同上

+ 発育良好な らず

+ 発育 ｢71等度

+ 発育哀好な らず

十 宝是甫膜 ,尭育粕

+ 乳白色常膜 ,同上

+ 同 上

･ 蓋 苧常膜 ,売餌

+ 同上

1- 符褐色常膜 ,同上

常 形 態

長 サ (u)

1.0-2.2

2.3-3.9

2.4-3.9

1.8-2.5

1.7-2.7

1.3-3.0

1.0-2.O

1.0-2.0

0.9-1.4

1.4-1.7

0.9-1.6

0.9-1.6

1.0-1.7

1.5-2.0

1.3-2.5

nL.Jll (u)

0.3-0.5

0.3-0.5

0.2-0.5

0.3-0.5

0.3-0.4

0.2-0.3

0.2-0.3

0.2-0.3

0.3-0.4

0･.3-0.5

形 状

97iLlf./J､,球筒状の
ものもあ り

qj等大枠甫

ロコ等大枠常

中等柏短梓甫

中等大枠常

柵短持甫

短小,EtEi粒状の
もの もあ り

短小 ,果在粒款の
ものもあ り

檀/ト 照粒状の
ものもあ り

短小 ,顕粒状の
ものもあ り

短小 ,球菌状の
ものもあ り

短小,球菌状の
ものもあ り

短小 ,球状のも
の極めて多 し

短小 ,球状の も
のもあ り

柏短い梓蘭



形 態 石 炭 酸フクシン染色性 抗煮沸性 カタ,)レ-ゼ作 用
偏 (I.) 形 状

LTき0.4 短′1､,球菌款のものもあ り 親;額束を認む 1 ･8

身.4-0.5 中等大枠甫 中,肢粒を認む 2% 8

?.3-0.5 中等柏短梓甫 張,粒粒の如きも, の徴に認む lJi-2 16

?.3-0.5 中等大経常柵髄梓甫 派, 1常体l/{数個/ の粒額を認むるもの多し メ-1 816?.2-0.5 gip,.,釆粒を認めず- 1-り石

坪.3-0.5 .短梓常 gE..,顆粒を認めず 1 16

?.3-OA 短梓常 .q1,顕粒を認めずI 1 8

,.2-0.3 短′J､,照粒状の~ものもあ り 中,照粒を認めず Ji 4

享-:,0.2 短梓甫 中,頼粒を認めず Ji-1p 8

a.2-0.3 -短′J､,頼粒状のものもあり 中,照粒を認めず カ 16

＼?.2-~0.3 鮭′J､,頼粒状のものもあり 中,顕粒を認めず % 32

-I.;lO一2- プ短小,顕粒秋のものもあり 中,顕粒を認めず ●ガ-1 32

*0.3 短′J､‥球菌奴のものもあり 派,顆 粒 を 認 む 1Ji 16

I.{0.3 兜小,球菌款のものもあり 中,所感を認めず 72' 8

戸0.3 づ短′J､,球耽のもの極めて多し 派,顕粒を認めず 1 16

夷.3-0.4.･亡塩′J､,球状のものも参り 敬,顕粒を認めず ､ _1 . 8



第 2 表 ､ツベルクリン産生能力解核患者試験成績

洋 二 ツベ′レクワン 非病原菌ツベル ク l)ン 旧 ツ ベ ル ク リ ン 対照 (0.5%石炭酸食塩永)

伊港秩 2000 官 瀬 12x10 】20×20空 軍16×7 5×6 蔓2×219×13 12×1216×12 10×104×4 I L1

山 本 33×30 20×22 33×32 15×16 - Ji㍗i- ÷ ｢÷ト- Ji
清 水 12×11 5×6 29×24!11×10 - -

辻 本 50×34 20×20ー 云 言を- 】

-黒 川 - - 3×3 14×13 - E3 IL÷l
森 下 22×34 30x29 15×20

小 二往 12×15 - 13×9 34×29 15×11巨 亘 Fl二F 2×2至 2×2i

稲 川 15×15 - 20×20 - 40×29 15×15__一 62×48 15×14

清 水 24×21 15×12 10×7 - 40×27 19×1737×23 13×10 58×3918×16
印 西 29x22 7×7 40x27 13×10 50x40 A12×11

4×4 -

藤井秩′J､ 墳 川 7×5 - - - 27x30 14×17 37〉く46 17×18

r T 妻~‥- iー - -木 村 - - 31×28 15×15 46×7123×18

片 岡 - - 37×45 18x14 35x4016×21l t忘 貞- チ -～ -
僧 大 潮 2y2 - 31×23 17×167×7 56×4025×21 - -

浅 井 2x2 - ~二一 L 二_ 45×27 18x16 41×65-19×16 2:2il二 一

200-右 近 10×15 - - - 21×40 20×1532×5114×11令 10×12 - - - 38×30【 15×2020×2112×11
倍 莱. 罪 1×1 15×14 2×316x17
藤 木 2×2 - - - 29×17 -30×159×8

- --

藤 村 20×17 - L旦 竺里_塑 84×4522×2745x40 21×25 47x7426×162×2!⊆｢コ ± 二E j 二 一巨 ≡巨 ≡

野 村 20×20 - 11×9 - -

2000倍 日 中 12×13 7×8 12xll 5×6 - -

形 竹 川 18×18 2×3 4×4 ∃30×32 17×18 39×62 20×23 -

200倍 池 辺 32〉く40 10×10 4×3 30×28 18×12 25×19 -秩 千 葉 25x42 8×8 i22x28-15'く12 26×28 14×15 -

伊 久 保 10x9 - 8×8 8)く8 8×720× 22 8×9 - -

上 2000,Et 烏 本 3×2 - 3×3 ･24x23 14×15 - -



秩

秩

秩

村

本
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(31)
られてゐるo 非病原性 Mycobacterium に就ては購 m,杉本,玉木等の実験では帯核筒と同夜L7:午等浮斬液を作 り難

い ものや'均等浮排液とな り易い もの等種 々の菌株の存春を帝菅 してゐる｡

余は供試菌株のRq,片倉培地に2週乃至3週F即を養のものの 1白金耳宛を鈎博 し,/巨椎的食盈水を葬れた試験管にと

って,之を張 く振放して其の浮敵性を検査 し,更に夫 々の寒路を乳鉢にとって,徐 々に食盗水を牲如 し乍 ら之を祈願

して其の浮肝性を検討 したが,大多数の菌株は極めてよく車等浮併液を形成 し,小勢のものは租浮Wf-･性が悪 く,唯西

棟のみが秘めて均等浮瀞液とな り難い ことを認めた｡BL]ち余の実験に於ては帯核常に比 して,余の供試菌株は仝般的

に食誼水牛等浮肝性が強 く,少数のもののみ均等浮排液とな り難い ことが凍ひ知 られる｡

･3.各種噂地上に放ける載育状態

供試菌株の大部分は岡'片倉培地に旺盛な発育を営むが,I･6wensLein培地,薮天斜 軒,寒天穿刺及び肉汁培地隼

に於ける発育の状態を検討 した帯果,三欠の如き成績を得た｡

(A)L6wenstein培地

何れの菌株 も培養3日乃至6Flで栗藩の発生を認め,培養3週乃華4週後には極めて旺盛な発育振 りを示 した｡寮藩発

生当初は夫 々の菌株の特徴を識別 し乱いが,培養3週以後になると栗落は夫 々の色調 ,̀光沢及び形態等の∠特徴を現は

して非る｡椅余の実験に於ては,是等の菌株はFEY･],片倉培地を除いては,他の培地 よりも本培地に張 もよく発育する

如 く見.受られる｡

(忠)三袈天斜面

普通袈天斜 面培地に於ける発育は L8wensLein培地に比 して著 しく劣 り,18枚rr14株は全 く陰性に終 り,夫 々の菌

株の末路の特徴を識別 し難い｡

(C)寒天穿刺

普通敦夫に穿刺培養を′行った帯苑は,人体塞大斜 由の場合に類似 し,仝 く発育陰性のものが前記同株の菌株 4枚で

あって,発育不瓦で穿刺部の表血に位に軸組を認めたものが 4枚 ,穿刺の深部によく発育 したものが2株で,他の8株

は穿刺深部にも穿刺部表面L/{も柵FnI.盛な発育を遂げたO

(D)肉汁接地
肉汁培地には塞天培地に比 して割 合に良好な発育をしたが,全 く発育陰性のもの 1枚 ,発育不良で少貴 より柵 多額

に至る膜萩'索欺,鱗片耽乃到 ま微細騎魁状の沈澱として認められたのが 9例であって,此の中には其の沈澱を染色

鏡検することによって漸 く発育陽性を認め得たところの野 村々株 ,犀川株,桶川株及び木凱r1枚の 4株があった｡他の

8例は培地の表面に膜状に喝破 し或は培地表面や試験管壁に拾って極めて旺盛な発育を途げた｡

(E)グ1)セ l)ンブイヨン培地 一

ダ1)セ 1)ンブイヨンに於ける発育の程度は夫 々興 るが前記の寛大及び肉汁培地に比 して発育が旺盛であって,特に

その8週間培養所 見を一括 して野1表に示 したが,此の中で抑 11枚,木原株,七l-11株 ,原 [11株及び野々村株の5株は粕

発育が不瓦であった｡

小 括

各種培地に於げろ供試菌株の頚骨は,I.8wenstei11培地が他に比 して故もよく発育 し,グリセ lJンブイヨン及び普通

肉汁培地が之に次ぎ,敦天斜面及び寒天穿刺では甚だ発育が劣った｡ 此の成績は非病原惟 Mycobacterium の研究肴
(30)(31)

の-人柄 Etlの成栄と柏近似 してゐる｡

4.菌体の形態

岡,片倉培地に2週乃至3週間培養の菌株を供試 し,mi krometerを用ひ通酎 て従って菌体の計測を行った｡各常秩

tI17:於ける菌体の大別 ま極めて種 々で一定 しないが,9株は極めて短′J＼梓蘭で,此の中には寧ろ球状に近い形態を示す

ものさえあった｡定型的な短梓常と認められるものが 3枚,和短い と思はれるものが2株で,他の 4株は大体に於て申

年 大枠常であるO常体の人さの数字的な成額は,其の長径が蓑矩 0･8u･か ら敢長 3･911･で,幅径は0･2u･よ り0.5u.の

問の伯を示 してゐる｡

帯核筒の大言は,長さ 1u･乃至 4u･.幅0･3u･乃至0･5t,･内外であるが. 余の MycohacLerinTnも大体に於て此の範

囲に止ま り結核菌と大差を認め得ないが,規分籍/ト乃雫は球状に近い菌が多かった0

5･石炭鞍フクシン染色性
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岡,片倉培地培養2週乃至3週間の菌株を材料として車珠標本を作製 し,之に ZiehトNeelsen染色法を施 して石炭 フ

クシン殊色性の覗さを親祭した｡供試菌株は捻て石炭酸 フクシン染色性が強 く,其の中10株は極めて騒 く,他の8枚

は中年度の染色性をもってゐるo

Ziehl-Neelsen染色を施 して錬槍すれば,蘭体内!/{額粒を認めるものが6枚で'声の中で原門株のみは煩粒の状態や

染色性や常形態等が甚だ結核菌に類似 してゐる｡他の12枚には全部に頼粒を認め得なかった0

6.扶煮沸牲

軒核常と他の自然界 Mycobacteriumとを頚監別する方法の一つとして杭煮沸性試験は既L/T衆知の通 りであるが'抑 ヤ
(4) りl)

締核常の特性として著 しく強い抗煮沸性をもつと言ふことは,始め Kaufmann及び Preisi,{依って指摘せ られ'其
(13)(15) (14) t28) (32) (34) (負ts) (44) (49)

の後我国に於ても戸川,大道,鷹木,楢 川,占部 ,草場,松簸 及び園部隼が 叫 cohacteriulllの抗煮沸性L/{裁て研究

を布?てゐる｡諸家の報償は-夫･々 多少の相違はあるが,抗酸性常の坑煮沸性は人型及び牛型帯核菌が最も張･く,次で

鳥型帯核蘭で,自然外 Mycobacteriulnは最も弱いことを述べてゐる｡

余は大体 PEeisI/{近似 した方法L/{依って供試菌の抗煮沸性を検討した｡
開,片倉培地2遁乃至3週培養の蘭の塗抹標本を作 り,室温で乾燥 した後 Ziehl氏石炭酸 フクシン液を注ぎ,火頗上

で水蒸気の発する粗度に凡そ1分乃至2分間加温染色 し,衣(/7:沸騰水で処置 し,メチ一･L,ン葡液で後染色を施 し''jj'軌

で乾燥 した後鏡検 して決定した｡

其の成績は余の常株では,抗煮沸性 (Kf)0.5或は1･0乃至 1.5の範囲に止ま り,最も狙いもので木原株の2･5と言

ふ成績を示 したO諸･家の帝菅を概略綜括すれば,人三朝及び午塑帯核常は凡そ 5乃至20の抗煮沸性を示 し,鳥割符核常

は2乃華5で,自然牲 MyCot-ncteriumで は0.05から1.5内外を動括 してゐるものと見 られる｡余の供試菌株も杭煮沸性

が非J断て弱 く,諸･家の例に等 しく自然界 Mlcobacteriumの域を脱･し難 く,唯木原株のみがKf2.5の成紫を示 したL,{過

ぎない｡

7･カタラーゼ作用
(12) (28) (19) (23)(24) (38)

MycobacreriuTnのカタラlゼ作用(/{裁ては戸田,席木,占部,大川 及び 革壕等の研究があり,氏等の軍曹では大体

に於て人型及び牛型椅核甫はかタラ-ゼ作用が最も弱 く,鳥型帝核常は前者!/{比して稗強 く自然外 MycobaCte'iunに

於ては極めて≠猟い作用を示すことを述べてゐる.

余は岡,片倉培地2週乃者3週増車の釆蕗を鈴蘭 し,適法に従って生現的食箆水 1cc中に11mgを含む如き牛等菌液を

調製してかタラ-ゼ作用試験を行った｡ カタラーゼ作用試聴方法!/{は定性法と定景法があるが,余は専 ら定量按を採

用 した｡定景試験法には湛離酸素直接定量法,沃度定量法及び過マンガン酸加真夏景按の3縄の方法があるが余は過

マンガン酸加里法l/{依って実施 したo

其の成碑は余の供試菌株に於てはカタラーゼ作用は8乃至32倍迄の間の陽性度を示 し,唯石川株のみが4倍迄陽性の

柿.果を示 した｡

締核蘭のカタラ-ゼ作用は前述の如 く非常に弱いもので,凡そ 1乃至2倍迄の陽性t,T.止ま り,稗に4倍柵釈迄陽性を

示すことがある｡新株な見地か ら余の供試菌殊のカタラーゼ作用を親祭するに,石川株の4倍迄陽性と言ふ1例はある

が,他は総て8倍乃至32倍迄陽性であって,非病原性 MycobacteriuTnとしての一つの特性を表はしてゐるものと見ら

れる｡

8･ツベルクlJン産生能力

鯖核常か らツベルク7)ンを調製する方法に従って,供試菌株か らツべ Jt,ク1)ン凍物質を調製 したo余は之を借 りに

非病原常ツべ Jt,クl)ンと称 し'給核モ7L,モツ t及び肺締核患者に接揮 してツベルク1)ン反麿が起るか否かを親祭 して

自然界 Mycobacteriulnのツベ/レク1)ン産生能力を放討 した｡

予め供試菌株をグ1)セ 1)ンブイヨン培地L/{8週間培養 して,之を旧ツベルク.)ンの製法に準 じて所謂非病原蘭ッベ
ルク1)ンを調製 し,之を0･5%石炭酸食生水で10倍L/{稀釈 して,その0.1ccを椅核モ71,モツ トの側腹皮肉Ll{接種 し.又

肺縛橡患者e/{は200倍及び2000倍に葡釈した2種の非病原菌ツベルク.)ン0･1ccを前席皮内に接種 して24時間及び48時

間Rに皮膚の発赤及び硬鰐の程度を親祭した｡倍結核モルモツ =ては10倍稀釈旧ツペグレク.)ン0.1ccを併せて接種 し

て参考l/{供 し,帝核患者l/{は2000倍稀釈旧ツJ-I,クlJン0･1cc接樺の7-ン ナウ氏反麿も併せ行ひ,又対照として0.5%

石炭酸食盆水の0.1ccを環内に接種 した｡
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(A)モ7レモツー試験成輯 (図表省略)

供試菌株12枚を以て調製した余の所謂非病原菌ツベル,クlJンは,殆んど皮膚反麿を示さなかった｡催かに伊藤枚ッ

ベ7レク1)ンが24時間に発赤4×4ILl一11,硬締2×2rnlnを示し,石川株では48時間で5×5Inmの発赤で,藤沢株のもの

は48時間で4×4rr.Inの発赤を示し,纏めて倣弱な皮膚反鷹であって,之を対席の旧ツベルク1)ンの反鷹と比硬して見

ても殆んど顧慮するに足らぬ程度であって,すべてが反磨陰性に終ってゐる｡

(Ti)帯核愚者試験成績

節2表に-一括する如く,59名の肺結核患者に実施した成績は,前記モルモッ ト試験とは相異り,可なりの陽性成績

を示した｡即ち伊藤株より調製したもの 2ゝ000倍液を患者百瀬及び山本てて接種した場合の2例,同じく200倍液を患者

森下,小谷,両Lrl,清水及び中西に接種したもの 5ゝ例,/J､杉株ツベルクl)ンの2000倍液を患者野村L/7:接種た場合,港

沢株ッベルク1)ンの2000倍液を患者西村,[rll71に接種し場合の2例,同じく200倍液を患者石川,川勝,元池及び奥野

に接種した場合の4例及び4 4株ツベルクl)ンを患者谷川に接種した場合等が可なり張度の皮膚反磨陽性を示した｡

以上の成坑からして解核患者に実施した場合には,非病原菌ツベJL,ク1)ンは可なりの Reagin性を発揮した事が認

められ'換言すれば自然界Mycobacteriumと思はれる供試菌株中或る程度のツベルクl)ン産生能力をもつものが布衣

する事が知られる｡然し乍ら之を旧ツベルクl)ンに比すれば其の反腔は格段の懸隔があって,やはり非病原菌 ツベル

ク1)ンに依る皮膚反鷹が易机､ことが認められる｡

小 指

供試菌株からッベルクl)ン枚物質を調製して帯核モルモツ †及び肺帯核患者に皮内接種を行ひ,皮膚反鷹の程度を

観察し'どの程度のツベルクl)ン産生能力があるかを検討した綜果,帯核モルモッ トに対しては殆んど皮膚反麿が硯

はれないが,滞核患者の場合は之を旧ツベルク')ンに比すれば相当の懸隔はあるが,可なりの皮膚夜鷹を硯はすもの

が存衣することが知られるo 即ち余は新株な成績からして,自然界 MycotmCterulnの中には,或る程度のツベルクl)

ン産生能力をもつ菌株が存在するものと思考する｡

第 4車 線括及び考察

肺結核患者の堵疾,唾液,倉噺液 ,尿,健繋者の含噺液及び其の他の日然 殊材料 として山羊毛,下水

土壌等か ら分離 した18種の菌株を実験に供 し,其の-股的性状 を検討 し,併せて結核菌 との比較 も考察

して見たが茨に其の成績 を給括すれば攻の通 りである｡

(1)固形培地 (岡,片倉培地) に於 ける宋落の性状は必ずしも一定 しないが ,黄色の色調 を帯び,光

沢 を有 し,軟 くて漁潤で且粘調性 に富む宋落 を形成するものが大多数である｡

(2)全般的に食塩水平等浮It狩性が強 く,少数の もののみが平等液 とな り難 く捕結核菌 に額似す る.

(3)各種培地 上に於ける発育状態は,岡,片倉培地 を除いては,L6wenstein培地 ,グ l)セ 1)ンブイI

ヨン培地,普通肉汁培地 ,寒天斜面,寒天穿刺の順であって,比の点 も稚結核菌 に芙頁似す る如 く思考 され

る○

(4)菌体の形態は大体に於て結核菌 と大差 を認 め得をいが ,幾分短′ト乃至は球状に近い形態の菌が

多かった｡

(5)総ての菌株が石茨酸 フクシン染色性が強 く,菌体内に顎粒 を認 めるものが6株で,其の中1株は

根粒の状態や染色性や菌形態等が甚だ結核菌に類似 している｡

(6)抗煮沸性は梢強い1株 を除いては,全菌株が非常に易易く,諸家の例に等 しく菖然界 Mycobacte･

riumの特性 を表はしているO

(7)カタラーゼ作用は,結核菌 に類似 して柏弱い1株 を除いては,全菌株が極 めて覗 く,,先進語学者

の成績に一致 していて,全株が冒然外 Mycobacteriumの域 を挽 し得 ないo

(8)ツベル ク1)ン産生儲 力は,結核菌 に比すれば甚だ易勇いが ,結核菌以外の Mycobacterium の中

には或 る程度の ツベルククン産生能力をもつ菌株が存在する｡

以上の成績 より考察するに,余の実験範囲内に於ては定型泊勺な結核菌 に芙頁似する如 き一貫 した性状 を
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有する菌株は1例 も見出し難 く,供試菌株は絶て結核菌以外の白然界 Mycobacterium と見徹す可きで

ある｡然し乍ら是等の中にも其の一般的性状に於て,結核菌欝似の一部の性状を具備するものが多数存

在する事実が認められる｡

結 論

異型宋藩を形成する供試 Mycobacterium は絶て結核菌以外の自然界 Mycobacterium で,其の一

般的性状に於て,一貫した結核菌欝似の性状を有するものは存在しないが,自然界 Mycobacterium の

中には結核菌芙頁似の一部の性状を具有するものが多数存在する｡
fヽ

稿を終 るに臨み,御 指碁と御校閲を賜った木村教授 ,栢 lrl教授 並l7,L松 見所長こて対 して深甚の謝意を表する｡
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1.病原性

. 2.ツ ベル ク リン反磨
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3.Xoch氏現象
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節4章 総括及び考察

帝 論

文 献

策 1章 緒 言

､捉釆昌然絡 Mycつbacterium の研究の主眼は,結核菌や瀬菌の検査に際して,是等の菌と極めて欝似

する本菌 との鑑別診断に貢点が置かれていたが,反面に於て本菌の病原性に就ても検討を行ふ学者が多

くな り,是等の抗酸性菌の中には或程度の病原性をもつ ものがあるのではないかと言ふ前提のもとに研

究が進められていたのである｡然 し乍 ら多数の研究者は何れ も白然界 Mycobacterium の病原性を認


